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施設紹介 

定施設水車の

木も通る緑豊

地域に根ざ

様にとって第

施設生活にお

車の森では、

の「手作り食

います。 さ

を導入してい

提供していま

機会が少なく

頂ける様にし

    

     

の森は平成 1

豊かな場所に

した施設とな

第二のお家を

「外観」 

おける「食」

、利用者様の

食」にこだわ

さらに、7年前

います。ソフ

ます。また、

くなります。

しています。

「常食」  

16 年 5 月開

にあります。

なります。の

を目指してお

     

について

の健康状態に

わり、味と共

前からは刻み

フト食も見た

どうしても

食事には季

 

     

設で北名古屋

入居者数は

のんびりとし

おります。

     

に合わせ、管

共に見た目も

み食、極刻み

た目にもこだ

も施設内で過

季節ごとの『

     

屋市にあり、

は 39 名、ミニ

した地域柄、

    「

管理栄養士に

も楽しめるよ

み食の提供を

だわり常食の

過ごされる時

『旬』の物を

    

、施設の裏に

ニデイサービ

家庭的な雰

「桜並木」 

による栄養管

ようなお食事

を経て他法人

の形に近くな

時間が多くな

をお出ししそ

 「ソフト

には合瀬川が

ビス（14 名）

雰囲気を大切

管理の下、自

事とおやつを

人に先駆けて

なるように再

なる為、季節

そこでも季節

食」 

が流れ

を併

切に利

社シ

提供

てソフ

再成形

を感

を感
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c.「食

 

事例

入居者

93 歳

昨年

脳梗塞

胃ろ

退院

くなっ

の要望

が一対

るこ

車の森では利

を通じて往診

している事で

能の維持に繋

操・口腔ケア

歯科衛生士に

食」に関する

１ 

者様・ＫＴ様

歳女性の方で

4月、嚥下機

塞後遺症はあ

う造設を勧め

され施設に戻

っても、本人

望に沿うよ

対一の介助に

とができ、大

利用者様が最

診にみえる利

でその医師ご

繋がっていま

アを施す事が

による研修

る事例紹介 

様 現在看取

食べる事が何

機能低下によ

あるが食欲旺

められました

戻ってきまし

人の食べたい

うに対応する

にてゆっくり

大きく体調を

最期の時まで

利用者様個々

ごとの指導が

ます。さらに

ができ、スタ

（１）   

取りケア中

何よりも大好

り一時食事

旺盛）医師か

た。しかし、

した。家族の

い意思を尊重

る事を決め、

り食べて頂く

を崩されるこ

「おやつ」

でお食事を美

々の主治医か

が的確に看護

に歯科衛生士

タッフの意識

    

好きな方です

事が摂れなく

からはこの状

家族は胃ろ

の意向は、「食

重してあげた

ミキサー食

く事を徹底し

こともなく現

 

美味しく召し

から指導を受

護師・介護士

士が定期的な

識向上も図っ

  歯科衛

す。 

なり入院しま

状態が続くよ

ろう造設を拒

食べる事が大

たい」と、施

食から開始し

しました。そ

現在に至って

しあがって頂

受けています

士・管理栄養

な研修を行う

っています。

衛生士による

ました。（持病

ようだと先は

拒否し、本人

大好きな母だ

施設としては

し自己摂取で

その後、ソフ

ております。

頂ける様に歯

す。歯科衛生

養士に展開で

ことで正し

 

る研修（２）

病として糖尿

は短いと宣告

人と家族の希

だから例え先

は、本人とご

ではなくスタ

フト食へと移

食事に対す

歯科医

生士が

き嚥

い口

 

尿病、

され

希望で

先が短

家族

ッフ

移行す

する意



欲は相

うにな

 

事例

お酒の

あ

と言わ

継続的

され利

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

水車

して成

一人の

輪を広

います

きたい

 最後

そう

応して

 

相変わらずで

なった為、一

２ 

の日 

る入居者様が

われました。

的に楽しんで

利用者様間の

     

車の森では、

成熟させてい

の方が希望さ

広げています

す。例えば、

いと考えてい

後になります

したニーズに

ていけるかが

で、逆に入院

一対一のスタ

が昨年秋、ボ

。早速お酒の

で頂ける様に

の新たな交流

     

、利用者様が

いく事に力を

されたサービ

す。今後、常

、お魚・お肉

います。 

すが、時の流

に対して、水

が大きな課題

院前より強く

タッフ完全見

ボジョレーヌ

の日（火・木

に対応致しま

流の場として

     

が求めている

を入れていま

ビスを他利用

常食の方もソ

肉等を選択で

流れとともに

水車の森が掲

題だと考えま

くなっていま

見守りにより

ヌーボーの解

木・土に開催

ました。現在

て楽しまれて

「お酒の日

ることをタイ

ます。例えば

用者様にも展

ソフト食の方

でき『食』に

にニーズも多

掲げる家庭的

ます。 

ます。最近で

り再開してい

解禁日に一言

）というのを

在では下記写

ています。

日」    

イムリーに解

ば、上記事例

展開させてい

方もセレクト

に対する楽し

多様化し施設

的な雰囲気は

では自己摂取

います。 

言、「飲みたい

を設けその場

写真のように

     

解決し、継続

例の「お酒の

いくといった

トメニューの

しみをより一

設は変わって

はそのままに

取を希望され

いな～」とぼ

場限りではな

に多くの方が

     

続的なサービ

の日」のよう

た形でサービ

の導入を検討

一層大きくし

ていくでしょ

に、どう柔軟

るよ

ぼそっ

なく、

参加

  

スと

に、

スの

討して

てい

う。

軟に対


